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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第５期

第２四半期累計期間
第４期

会計期間
自平成27年１月１日
至平成27年６月30日

自平成26年１月１日
至平成26年12月31日

売上高 （千円） 59,129 279,997

経常損失（△） （千円） △418,820 △470,564

四半期（当期）純損失（△） （千円） △417,722 △477,258

持分法を適用した場合の投資損失

（△）
（千円） △3,443 －

資本金 （千円） 4,878,620 1,533,500

発行済株式総数 （株） 39,737,000 33,677,000

純資産額 （千円） 8,936,200 2,664,668

総資産額 （千円） 10,082,331 3,171,787

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）
（円） △12.21 △14.33

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 88.3 83.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 390,146 －

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △200,514 －

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 6,649,411 －

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 8,782,814 －

 

回次
第５期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △5.06

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第４期は連結財務諸表を作成しているため、持分法を適用した場合の投資損失は記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第４期につきましては潜在株式は存在す

るものの、当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため、また、１株当たり当期純損失金額

であるため、第５期第２四半期累計期間につきましては潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損

失金額であるため記載しておりません。

５．営業活動によるキャッシュ・フロー、投資活動によるキャッシュ・フロー、財務活動によるキャッシュ・フ

ロー並びに現金及び現金同等物の期末残高については、第４期につきましては連結キャッシュ・フロー計算

書を作成し、キャッシュ・フロー計算書を作成しておりませんので、記載しておりません。

６．当社は、第４期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第４期第２四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。
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７．当社は、平成26年12月10日付で株式１株につき100株の株式分割を行っておりますが、第４期の期首に当該

株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純損失金額を算定しております。

 

 

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、平成27年５月12日提出の有価証券届出書及

び平成27年５月27日提出の有価証券届出書の訂正届出書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありませ

ん。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、新たに締結した重要な契約は次のとおりであります。

iPSC再生医薬品分野に関する重要な契約

相手方の名称 契約名称 契約締結日 契約期間 主な契約内容

国立研究開発法

人日本医療研究

開発機構

委託研究開発

契約

平成27年６

月26日

平成27年６月

26日から平成

28年３月31日

まで

・平成27年度再生医療の産業化に向けた評価基盤開

発事業（再生医療等の産業化に向けた評価手法等

の開発）に関して、国立研究開発法人日本医療研

究開発機構より当社が研究開発を受託する。

・当社は、上記業務受託の対価として一定の委託研

究開発費を受領する。

 

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　なお、当社は、前第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間と

の比較分析は行っておりません。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期累計期間のわが国経済は、良好な企業収益や雇用・所得環境の改善などを背景に、穏やかな景気回

復基調が続いています。

　再生医療業界においては、平成26年９月に当社の共同研究先である国立研究開発法人理化学研究所の髙橋政代プ

ロジェクトリーダーらにより、世界で初めて罹患者の細胞由来のiPS細胞（自家iPS細胞）を変化させて作製（以下

「分化」という。）した網膜色素上皮細胞（以下「RPE細胞」という。）を用いた移植医療の臨床研究が開始され

ております。また平成27年３月には臨床研究の２例目の対象となる罹患者については、京都大学iPS細胞研究所よ

り供給される罹患者以外の健常者由来のiPS細胞（他家iPS細胞）から分化したRPE細胞の移植を行う予定であると

の発表が行われております。

　iPS細胞の実用化に向けた取組みが進む状況の中、当社は平成27年６月16日に東京証券取引所マザーズ市場へ上

場いたしました。当社はiPS細胞から分化した人体組織と同等の機能を持つ細胞医薬品（iPSC再生医薬品）という

新しいカテゴリーの医薬品を開発から承認取得、製造販売まで一貫して行う体制の構築を目指しており、他家iPS

細胞から分化したRPE細胞を用いる加齢黄斑変性を適応症とした治験を平成29年中に開始すべく、現在準備を進め

ております。

　また、当社は、平成27年６月に国立研究開発法人日本医療研究開発機構との間で、平成27年度「再生医療の産業

化に向けた評価基盤技術開発事業（再生医療等の産業化に向けた評価手法等の開発）」に関する委託契約を締結し

ております。今後、再生医療等製品についてはアイソレータと呼ばれる無菌環境維持装置で作製されることが予想

され、その評価手法を研究するものとなっております。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高は59,129千円、営業損失は513,347千円、経常損失は

418,820千円、四半期純損失は417,722千円となりました。なお、売上高の構成は、欧州での眼科手術補助剤BBG250

の売上に係るロイヤルティ収入及び再生医療事業の取組みに関するコンサルティング収入からなります。

 

(2）財政状態の分析

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　流動資産は、前事業年度末と比べて6,788,499千円増加し、8,852,509千円となりました。これは、新規上場に伴

う公募増資等により現金及び預金が6,835,855千円増加したことなどによるものであります。

　固定資産は、前事業年度末に比べて122,044千円増加し、1,229,821千円となりました。これは、株式会社サイレ

ジェンへの追加出資150,000千円などによるものであります。
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（負債）

　流動負債は、前事業年度末に比べて639,063千円増加し、1,115,003千円となりました。これは、大日本住友製薬

株式会社が負担する開発費用に係る前受金の受領873,394千円などによるものであります。

　固定負債は、前事業年度末に比べて51千円減少し、31,127千円となりました。

（純資産）

　純資産は、前事業年度末に比べて6,271,531千円増加し、8,936,200千円となりました。これは、新規上場に伴う

公募増資により資本金及び資本剰余金がそれぞれ3,345,120千円増加したこと、四半期純損失417,722千円を計上し

たことなどによるものであります。

 

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末と比べて

6,835,855千円増加し、8,782,814千円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した資金は390,146千円となりました。収入の主な内訳は、大日本住友製薬株式会社が負担

する開発費用の入金等による前受金の増加617,099千円であり、支出の主な内訳は、税引前四半期純損失417,834千

円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は200,514千円となりました。これは、関係会社（株式会社サイレジェン）株式の

取得による支出150,000千円等があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により獲得した資金は6,649,411千円となりました。これは、新規上場に伴う株式の発行による収入

6,658,005千円等があったことによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期累計期間においては、開発人員の増強を行い、開発体制の強化を推進したほか、以下のとおり、

iPSC再生医薬品分野及び化合物医薬品分野について、研究開発を推進いたしました。

　当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は、292,402千円であります。なお、当該費用は、国内におけるRPE細

胞製品の共同開発先である大日本住友製薬株式会社による開発費用の負担分を控除した後の金額になります。

 

①　iPSC再生医薬品分野

　当第２四半期累計期間においては、iPS細胞由来のRPE細胞を用いた治験への準備が国内外で進捗しました。

　国内においては、治験に使用するiPS細胞と同じ細胞株を用いた製造方法の最適化作業が最終段階に入ってお

り、CPC(細胞培養センター：Cell Processing Centerの略）への技術移管も順調に進んでおります。また、RPE細

胞の凍結保存に関しては既に技術的に実証を完了しておりますが、凍結後細胞の品質と安定性の向上を目的とし

て、更なる研究開発を重ねたところ、細胞機能保護効果のある物質を凍結保存液に混合することで、解凍後細胞の

良好な機能回復が見られました。本製品の適応疾患である加齢黄斑変性症罹患者に類似のモデル動物を用いて、

RPE細胞移植の有効性の検証と本製品の投与時に使用予定であるデバイス（注射器など）のテストも開始しており

ます。

　また、海外においては、海外での治験に用いるRPE細胞の受託製造会社に対して、当社が国内で確立したRPE細胞

への分化誘導方法の移管も進んでおり、品質管理試験の条件検討も行なわれております。

 

②　化合物医薬品分野

　当第２四半期累計期間においては、欧州で販売されている眼科手術補助剤（HLM0022）の日本での製造販売承認

（HLM0021）に向けた取組みを進めました。具体的には、HLM0021については、国内の原薬受託製造会社において安

定性試験に向けた原薬の製造を開始しております。また、HLM0021の製剤についても、HLM0022の製剤を製造してい

る欧州の受託製造会社において製造体制の準備が進んでおります。

 

　なお、当社は医薬品事業のみの単一セグメントであるため、セグメント別の業績記載を省略しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 134,708,000

計 134,708,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 39,737,000 40,646,000
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であ

り、株主としての権

利内容に何ら限定の

ない当社における標

準となる株式であり

ます。なお、単元株

式数は100株であり

ます。

計 39,737,000 40,646,000 － －

（注）１．平成27年６月16日付で、当社株式は東京証券取引所マザーズ市場に上場しております。

２．平成27年７月14日を払込期日とする、オーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三

者割当増資により、発行済株式数が909,000株増加しております。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年６月15日

（注）１
6,060,000 39,737,000 3,345,120 4,878,620 3,345,120 4,877,620

　（注）１．有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

発行価格　　　　　1,200円

引受価額　　　　　1,104円

資本組入額　　　　 552円

払込金総額　6,690,240千円

２．平成27年７月14日を払込期日とする、オーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割

当増資により、発行済株式総数が909,000株増加して40,646,000株となり、資本金及び資本準備金がそれぞ

れ501,768千円増加しております。

 

 

（６）【大株主の状況】

  平成27年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

鍵本　忠尚 東京都港区 27,891,000 70.19

大日本住友製薬株式会社
大阪府大阪市中央区道修町二丁目６番８

号
1,500,000 3.77

竹田　英樹 兵庫県神戸市中央区 870,000 2.19

みずほキャピタル株式会社 東京都千代田区内幸町一丁目２番１号 510,000 1.28

株式会社ニコン 東京都千代田区神田駿河台四丁目６番地 500,000 1.26

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 484,300 1.22

株式会社新日本科学 鹿児島県鹿児島市宮之浦町2438番地 300,000 0.75

澁谷工業株式会社 石川県金沢市大豆田本町甲58 300,000 0.75

ヘリオス投資事業有限責任組合 福岡県福岡市中央区大名二丁目４番22号 297,000 0.75

JP MORGAN CHASE BANK　385181

（常任代理人　株式会社みずほ銀行

決済営業部）

25 BANK STREET, CANARY WHARF,

LONDON, UNITED KINGDOM

（東京都中央区月島四丁目16番13号）

289,000 0.73

計 － 32,941,300 82.90
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 39,736,500 397,365

株主としての権利内容に

何ら限定のない当社にお

ける標準となる株式。な

お、単元株式数は100株

であります。

単元未満株式 普通株式　 　　　 500 － －

発行済株式総数 39,737,000 － －

総株主の議決権 － 397,365 －

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第２四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成27年４月１日から平成27

年６月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年１月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（平成26年12月31日）
当第２四半期会計期間
（平成27年６月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,946,959 8,782,814

売掛金 21,519 25,277

その他 95,532 44,417

流動資産合計 2,064,010 8,852,509

固定資産   

有形固定資産 120,921 142,425

無形固定資産   

のれん 891,666 841,666

その他 7,335 7,877

無形固定資産合計 899,002 849,543

投資その他の資産   

関係会社株式 50,000 200,000

敷金及び保証金 37,852 37,852

投資その他の資産合計 87,852 237,852

固定資産合計 1,107,776 1,229,821

資産合計 3,171,787 10,082,331

負債の部   

流動負債   

未払金 106,712 95,205

前受金 347,924 949,002

その他 21,302 70,795

流動負債合計 475,939 1,115,003

固定負債   

繰延税金負債 6,619 5,256

資産除去債務 24,559 25,870

固定負債合計 31,179 31,127

負債合計 507,118 1,146,130

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,533,500 4,878,620

資本剰余金 1,532,500 4,877,620

利益剰余金 △431,540 △849,263

株主資本合計 2,634,459 8,906,976

新株予約権 30,209 29,223

純資産合計 2,664,668 8,936,200

負債純資産合計 3,171,787 10,082,331
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 59,129

売上原価 4,695

売上総利益 54,434

販売費及び一般管理費 ※ 567,781

営業損失（△） △513,347

営業外収益  

助成金収入 140,117

その他 1,143

営業外収益合計 141,260

営業外費用  

株式交付費 32,234

株式公開費用 8,593

為替差損 4,900

その他 1,005

営業外費用合計 46,734

経常損失（△） △418,820

特別利益  

新株予約権戻入益 986

特別利益合計 986

税引前四半期純損失（△） △417,834

法人税、住民税及び事業税 1,250

法人税等調整額 △1,362

法人税等合計 △112

四半期純損失（△） △417,722
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純損失（△） △417,834

減価償却費 13,759

のれん償却額 50,000

受取利息 △211

為替差損益（△は益） 3,188

株式交付費 32,234

株式公開費用 8,593

新株予約権戻入益 △986

売上債権の増減額（△は増加） △3,758

前払費用の増減額（△は増加） △4,208

未払金の増減額（△は減少） △11,506

未払費用の増減額（△は減少） 19,136

前受金の増減額（△は減少） 617,099

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減

少）
10,244

未収消費税等の増減額（△は増加） 45,332

その他 △1,537

小計 359,546

利息の受取額 211

法人税等の還付額 30,389

営業活動によるキャッシュ・フロー 390,146

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △49,030

無形固定資産の取得による支出 △1,483

関係会社株式の取得による支出 △150,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △200,514

財務活動によるキャッシュ・フロー  

株式の発行による収入 6,658,005

株式公開費用の支出 △8,593

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,649,411

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,188

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,835,855

現金及び現金同等物の期首残高 1,946,959

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 8,782,814
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間
（自　平成27年１月１日
　　至　平成27年６月30日）

研究開発費 292,402千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
当第２四半期累計期間
（自 平成27年１月１日
至 平成27年６月30日）

現金及び預金勘定 8,782,814千円

現金及び現金同等物 8,782,814

 

 

（株主資本等関係）

　株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成27年６月16日付で東京証券取引所マザーズ市場に上場し、公募増資による払込を受け、新株式

6,060,000株の発行を行いました。この結果、当第２四半期累計期間において資本金及び資本剰余金がそれぞれ

3,345,120千円増加し、当第２四半期会計期間末において資本金が4,878,620千円、資本剰余金が4,877,620千円と

なっております。
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（持分法損益等）

 
当第２四半期会計期間
（平成27年６月30日）

関連会社に対する投資の金額 200,000千円

持分法を適用した場合の投資の金額 193,102

 

 
当第２四半期累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年６月30日）

持分法を適用した場合の投資損失の金額（△） △3,443千円

 

（注）前事業年度は連結財務諸表を作成しているため、関連会社に対する投資の金額及び持分法を適用した場合の投資の

金額は記載しておりません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、医薬品事業のみの単一セグメントのため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △12.21円

（算定上の基礎）  

四半期純損失金額（△）（千円） △417,722

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △417,722

普通株式の期中平均株式数（株） 34,212,691

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損

失金額であるため、記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　第三者割当による新株の発行

　当社は、平成27年５月12日及び平成27年５月26日開催の取締役会において、野村證券株式会社が行うオーバーア

ロットメントによる当社株式の売出し（貸株人から借入れる当社普通株式909,000株の売出し）に関連して、同社

を割当先とする第三者割当による新株式の発行を決議し、平成27年７月14日に払込みが完了いたしました。

 

（１）発行株式の種類及び数　　　普通株式　909,000株

（２）割当価格　　　　　　　　　１株につき　1,104円

（３）資本組入額　　　　　　　　１株につき   552円

（４）割当価格の総額　　　　　　1,003,536,000円

（５）資本組入額の総額　　　   501,768,000円

（６）払込期日　　　　　　　　　平成27年７月14日

（７）資金の使途　　　　　　　　①日本における加齢黄斑変性を適応症とするiPS細胞由来網膜色素上皮細胞移

植法の研究開発費、②欧米における加齢黄斑変性を適応症とするiPS細胞由来

網膜色素上皮細胞移植法の研究開発費、③日本におけるITインフラ等及び研究

設備への設備投資、④新規シーズ（実用化に繋がる可能性のある技術・ノウハ

ウ）の獲得とライセンス取得・維持その他の研究開発費、⑤関連会社である株

式会社サイレジェンに対する投融資及び⑥日本における事業拡大を行ったこと

に伴う人件費及びシステムの維持費用に充当する予定であります。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年７月31日

株式会社ヘリオス

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 北地　達明　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 仁木　宏一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヘリオ

スの平成27年１月１日から平成27年12月31日までの第５期事業年度の第２四半期会計期間（平成27年４月１日から平成27

年６月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年１月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヘリオスの平成27年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成27年５月12日及び平成27年５月26日開催の取締役会において、

オーバーアロットメントによる株式の売出しに関連して、第三者割当による新株式の発行を決議し、平成27年７月14日に

払込みが完了している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社ヘリオス(E31335)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	（１）四半期貸借対照表
	（２）四半期損益計算書
	第２四半期累計期間

	（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

